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できる林分構造復元法(Osawa, et al. 2000; 2005)を用いることにより、過去のデータが存在しないマツ、トウヒ、ポ
プラなどが優占する森林の過去数十年から百数十年にわたる林分構造とその変化の推定をおこなった。 
今回の報告に含まれる解析対象はカナダ北西準州 Fort Smith(60oN,112oW)近郊にあるバンクスマツ (Pinus 
banksiana)林 4 林分、マリアナトウヒ(Picea mariana)林 3 林分、ポプラ(Populus tremuloides)林 2 林分、および中央シ
ベリアのトゥラ(64oN, 100oE)郊外のグメリンカラマツ(Larix gmelinii)林 1 林分の合計 10 林分である。中期間(10 年
程度のスケール)および短期間(1 年スケール)の森林成長変動が気候変動とどのように対応しているか、年平均気温
を用いた相関分析とともに、月ごとのデータを用いた多変量回帰分析による応答関数解析をおこなった。中期間
の成長変動(中期的現存量偏差)は、林分復元法によって 5 年または 10 年ごとに推定した地上部現存量と、この現
存量推定値に Hozumi の u-w 解析を適用してあてはめた長期的な林分現存量の成長曲線とのある年における差(現
存量偏差)を計算し、この中期的現存量偏差と年平均気温との相関を解析した。年々の成長変動は、林分復元法か
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